
 

令和４年度２月号 
文責：校長 田中 

                            
 

 

《学校教育目標》 「夢を語って夢を追う児童生徒の育成」  

            キーワード：「継続」「挑戦」「進化」 

《学校スローガン》 「志、立てて、学んで、夢発見！」 

 
                     

 
  

 

２月４日は「春が立つ」と書いて春の季節の始まりとされる「立春」 

と言われる日です。このたよりが皆様のお手元に届く頃は、すでに過ぎているでしょう。 

 昔の暦では、この頃が１年の始まりであるとされていました。江戸時代頃からは、毎年２月４

日の立春の前日を「節分」と言うようになったそうです。節分には、「鬼は外、福は内」と大きな

声で炒り大豆を撒き、年の数（もしくは１つ多い数）だけ豆を食べます。また、邪気除けとし 

 て、柊鰯（ひいらぎいわし）という柊の小枝と焼いた鰯の頭を 

門口に挿します。季節の変わり目は邪気が入りやすいと言わ 

れ、それを除けるために豆撒きをしたり、飾りを付けたりした 

のです。 

 

 長く厳しい冬が一段落して、春の訪れを待ち望む歌が多くあります。 

「春よ来い」♪「春が来た」♪「花」♪…などです。 

パッと歌詞が頭の中に浮かびますか？いずれも小学校の時に学び馴染んだ歌です。 

長い冬の後にくる春の穏やかな季節は、冬の暮らしを過ごしている人たちにとっては昔から変わ

らない大きな喜びであり、その前の節分は春を迎えるために、昔からある大切な行事と言えま

す。 

 皆さんは、春をどのような気持ちで迎えますか。追い出したい鬼は「わがまま鬼」？「忘れ物

鬼」？「いじわる鬼」？ 自分ではわがままをしない、忘れ物をしない、と思っても、なかなか

改善しないことがありますが、こうした心の中に住む目に見えない鬼は、「鬼は外」で追い出し、

新鮮な気持ちで春を迎えたいものです。 

 

 

 

今回は、たんぽぽ学級と１年生が前に出て、練習の成果を披露してくれました。たんぽぽ学級

は、「早口ことば」を紹介し、実演！５つくらいの「早口ことば」を１分以内に言えました。すご

い、よく練習したのですね。１階廊下に掲示してありますので、挑戦してみてください。（私は、

１分強かかりました。まだまだ修行が足りません！）また、１年生は♪「きらきら星」の合唱＆

合奏です。ピアニカ、トライアングル、鈴、そしてお手々できらきら星を表現、と楽しい動きの

中に可愛らしい歌声が響きました。寒～い朝でしたが、みんなを温めてくれた集会となりまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童集会～1/26(木) 

春の訪れを感じて 

初級「親がめ 子がめ 子まごがめ」 
上級「うり売りがうり売りにきてうり売りの

こし売り売りかえるうり売りの声」 

楽器を手にしていない子どもたちは、

お手々で「キラキラ」を表現！楽しく

可愛い合奏＆合唱でした♪ 



 
 
 
 雪が降った翌日の寒～い日に、体育館で「なわとび大会」 

が行われました。 

前半は、縦割りチームで大縄跳び。制限時間の中で、なるべく長く跳ぶ数を数えて競技します。

１年生からいるので、並び方、声かけ、色々と工夫を重ねながら、当日まで練習を重ねてきました。 

さすが、本番は、どのチームも息を合わせて連続して跳べるようになっていました。 

更に、素敵だなあ、と思える場面が。（右写真）低学年の 

児童が、連続跳びで縄下に入るタイミングをつかめな 

い時、６年生が背中を押し、他の児童は声をかけつつ 

一緒にリズムを取って跳んでいました。 

これには、感心しました。どのチームでも同じように、 

行っていました。皆が心を１つにして、１本の縄を跳 

ぶのです。 

 

 

観ている私たちも、一緒に心と体が弾みました。 

後半は、個人で好きな跳び方を選んで跳ぶ時間。 

去年より高度な技に挑戦する姿 

が頼もしかったです。このように６年間で大きな成長を見せてくれる「なわとび大会」。 

来年も楽しみです。 

    

 

 

 朝の時間、１年生の教室を覗くと、あら、子ども達がいない！？ 

･･･と思ったら、教室の片隅に固まって、山田教頭先生が読まれる絵本に 

釘付けになって聴き入っていました。「読み聞かせ」の時間だったのです。 

 読書は、言葉を学び、感性を磨き、想像力を豊かにし、私たちの人生をより深くしてくれるもの。

デジタル化の時代ですが、紙の本の方が、読み聞かせを途中で休止したり再開したり、難しい言葉

を言い換えたり、一気に数ページ戻ったり、と小回りが利く自由度が高いところがあり、その結果、

より繊細な相互の読みの調整であったり、集中・没入ができます。 

                また、山田教頭先生の読み聞かせでは、本を読まれた後に 

「お友達と感想を言い合ってごらん」「感想を皆の前で発 

表してくれる？」と、どんどん皆でこの本についての考え 

を深め、共有する場もしっかり作られていたのでした。 

       どうぞ、ご家庭でも、 

お子様と一緒に読書を 

楽しまれてくださいね。 
 

 
 
 
 
【新年書き方会 地区審査】 

毛筆 特選：（３年）森永 乃愛さん 

入選：（３年）井本 歩さん 

（４年）前田 咲耶さん  

（６年）浦田 雄介さん 

硬筆 入選：（１年）橋本 葵未さん 

 

日 曜 行事 

1 水 全校朝会 

３ 金 ６年生学年末懇談会 

16 木 ６年生修了式 

17 金 第 76 回卒業証書授与式 

※給食なし 

20 月 １～５年生学年末懇談会 

24 木 修了式 ※給食なし 

３月行事予定 

入賞おめでとう！

なわとび発表会 ～1/2７

本に親しむ～「読み聞かせ」の素晴らしさ 


